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５　空気がどのような状態のときに洗
せん

濯
たく

物がよく乾
かわ

くかを，空気の湿
しめ

り気との関係から

考えるため，次の実験を行いました。(1) から (5) までの各問いに答えなさい。

〈実験〉

　部屋の空気（室温 25℃）の露
ろ

点を調べる。

実験方法

１．水
すい

滴
てき

が金属製のコップにつくのがよくわかるように，表面にセロハンテープをは

る。

２．くみ置きの水を，金属製のコップに入れる。

３．細かくくだいた氷を入れた試験管をコップの中に入れて水温を下げていき，セロ

ハンテープの境目付近に水滴がついたときの温度を調べる。

結果

・温度計が 11℃を示したときに，水滴がつきはじめた。

(1)　〈実験〉で，くみ置きの水を使うのはなぜですか。次の文中の　　①　　に適した

語句を入れなさい。

　�　金属製のコップに水滴がつかないよう，水の温度を　　①　　と近い温度にし

ておくため。

図１　露点をはかる装置
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　　〈実験〉より，部屋の空気の露点は 11℃であったので，1�ｍ3 中に 10.0�g の水蒸気を

ふくんでいることがわかりました。次に，この部屋の空気の温度が変わったときの，空

気の状態や湿
しつ

度
ど

の変化について考えてみました。

　　図２は，気温と 1�ｍ3 の空気にふくまれる水蒸気や水滴の量との関係を表したグラ

フです。曲線は気温による飽
ほう

和
わ

水蒸気量の変化，各温度のところに示したＡ～Ｃの棒

グラフは，それぞれ 5℃，15℃，25℃のときの 1�ｍ3 中に 10.0�g の水蒸気や水滴をふ

くんだ空気の状態を表しています。

図２　気温と 1�ｍ3 の空気にふくまれる水蒸気や水滴の量との関係
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(2)　図２の 5℃ ( 棒グラフＡ )，25℃ ( 棒グラフＣ ) のとき，1�ｍ3 の空気の状態を模

式的に表すと次のようになります。このとき，15℃ ( 棒グラフＢ ) の空気の状態を

表したものとして適したものを，次のア～エから一つ選びなさい。ただし，　�は水
すい

滴
てき

の量を，　�は水蒸気の量を，　�はまだふくむことのできる水蒸気の量を表し，

それぞれ１個が約 1�g を表しています。

� � 　5℃ ( 棒グラフＡ )� 　25℃ ( 棒グラフＣ )

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　

ア イ ウ エ

(3)　図２の 25℃ ( 棒グラフＣ ) の状態の空気の湿
しっ

度
ど

を求める式として適したものを，

次のア～エから一つ選びなさい。

ア　
10.0
─
23.1

×100

イ　
12.8
─
23.1

×100

ウ　
10.0
─
12.8

×100

エ　
6.8
─
23.1

×100
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(4)　同じ湿度 (50％) のとき，夏の方が冬よりも洗
せん

濯
たく

物が乾
かわ

きやすい理由を，空気中に

ふくむことができる水蒸気の量の違いから，次のように考えてみました。　　②　　と

　　③　　に当てはまる数値を求めなさい。

　　気温が 30℃で湿度が 50％の空気は，飽
ほう

和
わ

水蒸気量の値が 30.4�g/ｍ3 なので，この

空気には 1�ｍ3 あたり，まだ　　②　　�g の水蒸気をふくむことができる。一方，気

温が 10℃で湿度が 50％の空気は，飽和水蒸気量の値が 9.4�g/ｍ3 なので，この空気

1�ｍ3 あたりには，あと　　③　　�g の水蒸気しかふくむことができない。この結果

から，湿度が同じであれば気温の高い夏のほうが気温の低い冬よりもより多くの水

蒸気をふくむことができるので，洗濯物が乾きやすいと考えられる。

(5)　さらに，洗濯物（湿
しめ

った布）は風があると乾きやすいということがわかりました。

湿った布の乾き方と風の関係について説明した次の文中の　　④　　，　　⑤　　，

　　⑥　　に当てはまる言葉の組み合わせとして最も適したものを，図を参考にし

て下のア～エから一つ選びなさい。ただし，図中の○は水や水蒸気を表します。

　　湿った布にふくまれる水が　　④　　し，布の周りにとどまると，布の周りの空

気は　　⑤　　の層となり，布は乾きにくくなる。しかし，風によって　　⑤　　の

層が吹き飛ばされると，布の周りは　　⑥　　の層になるので，さらに　　④　　が

すすみ，布は乾きやすくなる。

④ ⑤ ⑥

ア 沸
ふっ

騰
とう まだ多くの水蒸気をふくむこ

とができる空気

多くの水蒸気をふくんでいる

空気

イ 蒸発
多くの水蒸気をふくんでいる

空気

まだ多くの水蒸気をふくむこ

とができる空気

ウ 蒸発
まだ多くの水蒸気をふくむこ

とができる空気

多くの水蒸気をふくんでいる

空気

エ 沸騰
多くの水蒸気をふくんでいる

空気

まだ多くの水蒸気をふくむこ

とができる空気

水が水蒸気に変わる

風がないとき湿った布の乾き方（模式図）

空気

布

風があるとき

風
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